
学校番号 1201 

令和３年度 芸術科（美術） 

 

教科 芸術 科目 美術Ⅰ 
単位

数 
２単位 年次 １年次 

使用教科書 「高校生の美術１」 （日本文教出版） 

副教材等 なし 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・中学校で学んだ知識を活かしつつ造形表現における基礎的な技術、技法を学習します。 

・「絵画・彫刻」「デザイン」「映像メディア表現」「鑑賞」など、立体・平面作品の制作を通

してバランスよく学習します。 

・クラスメイトと作品を見せ合い評価しあう中で、それぞれの見方、感じ方の違いを共有し、表

現に対する理解を深めます。 

 

 

２ 学習の到達目標 

美術の幅広い活動を知り、美術作品の鑑賞や制作への興味、関心を高めるとともに美術を愛好す

る心情を育む。また、美術文化にも触れて理解を深める。 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:美術への 

関心・意欲・態度 
b:発想や構想の能力 c:創造的な技能 d:鑑賞の能力 

観
点
の
趣
旨 

美術の創造活動の喜

びを味わい、多様な

表現方法や美術文化

に関心を持ち、主体

的に表現や鑑賞の創

造活動に取り組もう

とする。 

感性や想像力を働か

せて、感じ取ったこ

とや考えたこと、目

的や機能美しさなど

から主題を生成し、

創造的な表現の構想

を練っている。 

創造的な美術の表現

をするために必要な

技術を身に付け、意

図に応じて表現方法

を工夫している。 

美術作品などの表

現の工夫や美術文

化などを理解し、そ

のよさや美しさを

創造的に味わって

いる。 

評
価
方
法 

授業態度の観察 

ワークシート 

 

ワークシート 

アイデアスケッチ 

提出作品 

提出作品 ワークシート 

授業態度の観察 

レポート 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 
単元（題材）の評価

規準 
評価方法 

a b c d 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン 

授業のきまり 

内容説明 

教材配布 

 

 

 

○ ○   a:授業のきまりや流

れを積極的に理解

するよう取り組め

たか 

b:説明を受け止め、指

示通り教材に記名

し適切に収納でき

たか 

・授業態度の

観察 

・ワークシー

ト 

レ
タ
リ
ン
グ 

書体とその表現効果 

レタリング練習プリン

ト 

名前のレタリング制作 

 

 

 

○  ○ ○ a:書体について知り、

その効果について理

解するよう取り組め

たか 

c:レタリング技術を

習得できたか 

d:文字の美しさや面

白さを積極的に鑑賞

し味わっていたか 

・授業態度の

観察 

・ワークシー

ト 

・提出作品 

デ
ザ
イ
ン
基
礎 

色彩基礎 

色彩の感情効果プリン

ト 

お面の制作 

 

 

 

○ ○ ○ ○ a:色彩効果について

理解しようと取り組

めたか 

b:独自の発想でアイ

デアを表現できたか 

c:作品完成に向けて

丁寧に取り組めたか 

d:他者の作品に触れ、

感想を述べることが

できたか 

・授業態度の

観察 

・アイデアス

ケッチ 

・提出作品 

高
校
展
レ
ポ
ー
ト
（
鑑
賞
） 

市立美術館で開催され

る高校展を鑑賞し、感想

を述べる。 

 

 

 

 

 

   ○ d:美術・工芸作品など

の表現の工夫を理解

し、そのよさを感じ取

り自分のことばで表

現することができた

か 

・レポート 



２ 

文
化
祭
パ
ネ
ル
作
品 

文化祭について 

アイデアスケッチ 

水張り体験 

ポスターパネル制作 

 

 

 

 

○ ○ ○ ○ a:学校の取り組みに

対し肯定的にとらえ、

積極的に取り組むこ

とができたか 

b:自分の感性や知識

を活かし、効果的に表

現することができた

か 

c:自分の作品の内容

に沿った表現方法を

選択し、作品の効果を

高めることができた

か 

d:他者の作品に触れ、

感想を述べることが

できたか 

・授業態度の

観察 

・アイデアス

ケッチ 

・提出作品 

・レポート 

立
体
表
現 

粘土の使い方について 

何かから何かへ 4 段階

で変形する形をアイデ

アスケッチ 

粘土制作 

 

 

○ ○ ○ ○ a:粘土の特性を知り、

積極的に取り組むこ

とができたか 

b:自分の感性や知識

を活かし、効果的に表

現することができた

か 

c:自分の作品の内容

に沿った表現方法を

選択し、作品の効果を

高めることができた

か 

d:他者の作品に触れ、

感想を述べることが

できたか 

・授業態度の

観察 

・アイデアス

ケッチ 

・提出作品 

３ 

木
版
画 

版画について説明 

彫刻刀の使い方 

版制作 

1版 1色刷り 

1版多色刷り 

カレンダー制作 

 

○ ○ ○  a:木版画の特性を知

り、積極的に取り組む

ことができたか 

b:自分の感性や知識

を活かし、効果的に表

現することができた

か 

c:自分の作品の内容

に沿った表現方法を

選択し、作品の効果を

高めることができた

か 

・授業態度の

観察 

・アイデアス

ケッチ 

・提出作品 

 



※ 表中の観点について a:美術への関心・意欲・態度   b:発想や構想の能力 

c:創造的な技能         d:鑑賞の能力 

 

 ※原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けてい

る。 

 

 


